
















































































??????（A）法政商経系 11 0  0  0 11
（B）工学系 13 0  0  0 13
（C）医療技術系  0 9 13  1 23
（D）その他  3 5  2  0 10
時期区分 （1）1950年～ （2）1961年～ （3）1976年～ （4）1991年～ 計（57校）
??????（a）単独移行  0 4  1  1  6
（b）夜間主移行  0 5  4 17 26
（c）医学部移行  0 0  0 23 23



























































































開設 15校中，（C）の医療技術系が 13校と圧倒的多数を占める。（C）の端緒は前項の通り 1967年，



































































学校基本調査によれば，短期大学は制度化初年の 1950年，計 149校（国立 0校，公立 17校，私立
132校）で発足し，96年，計 598校のピークに達した。これを設置者別に見ると，国立は前述の通
り 89年の 41校，公立は 96年の 63校，私立は 97年の 504校がこれまでのピークである。そして制
度化 60年を経た 2010年，国立は再び 0校，公立 26校，私立 369校，計 395校となっている。一方，








（D）－（d），以上六つに整理できる。うち（A）－（b）が 11校，（B）－（b）が 13校，（D）－（b）が 2校，
計 26校が併設四大の夜間主開講課程への移行であり，「勤労者に対する教育機会を提供するため」順
次整備されてきた夜間の短期大学部は，すべて併設先の国立大学に吸収されたことになる。（C）－（c）
















































 OECD編，森利枝訳（邦訳 2009）『日本の大学改革― OECD高等教育政策レビュー：日本』明石書店，など。
　⑵ 日本の短期大学研究に関するレビューについては，拙稿（2011）「短期大学制度史研究序説―先行研究に見








































育の実現を文部省に要望，翌 64年 8月 18日，文部省大学病院課は，東京・九州・東北の国立三大学看護短
期大学部「設置要項」を提出する。しかしこの案は「大蔵省の段階で幻のものとなって消失し」，その後も三
大学は 65・66両年に亘って，看護短期大学部設置に関わる概算要求を継続した。一方，大阪大学がこの件
について検討を開始したのは，1966年 7月 7日の医学部教授会以降であり，「急遽 7月 13日の評議会におい
て」短期大学部の設置が概算要求事項に挙げられた。同大学の見込みとしては，「当時の世情よりみて新規概
算要求については，それが文部省で認められるまでに少なくとも 2～ 3年は要するであろうとの見方が大勢
を占めていた。」ところが，「12月 26日に文部省より内示があり，1967年 1月 16日までに短期大学部設立の
書類提出の指示があった」ため，「急遽書類を作成して期限内に提出した。」何故，先行していた東京・九州・
東北ではなく，後発の大阪に最初の内示が下されたのかは不明である。とりわけ東京大学は，既に 1953年の
段階で日本初の衛生看護学科を開設しており，この件の「モデル校」として「看護界から大きな期待」が寄
せられていた。その後，九州大学には 1971年，東北大学には 1973年に医療技術短期大学部が開設されたが，
結局，東京大学に「短大」が設置されることはなかったのである。大阪大学五十年史編集実行委員会編（1985）
『大阪大学五十年史 通史』大阪大学，pp. 330–334，九州大学医療技術短期大学部創立二十周年記念事業会編
（1993）『九州大学医療技術短期大学部二十年記念誌』九州大学医療技術短期大学部，pp. 23–34。
　25 土持（2006）前掲書，pp. 263。
